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2024 年  4 月 25 日  

 

鹿 児 島 大 学 病 院 眼 科  で  

裂 孔 原 性 網 膜 剥 離 の 治 療 を受けた患者さんへ  

（  生命科学・医学系研究に関する情報  ）  

 

 当院では、以下の生命科学・医学系研究を実施しております。生命科学・医学

系研究とは、従来の臨床研究、疫学研究、ヒトゲノム・遺伝子解析研究を含み、

人を対象として国民の健康の保持増進、患者さんの傷病からの回復、生活の質の

向上に資する知識を得る等を目的とする研究のことです。この研究は、通常の診

療で得られた過去の診療記録等をまとめる研究です。このような研究は、文部科

学省・厚生労働省・経済産業省の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関す

る倫理指針」の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされており

ます。この研究について詳しくお知りになりたい時や、研究への参加を希望され

ない場合は下記の「お問い合わせ先」へご連絡ください。  

 

【研究課題名】  

日 本 網 膜 硝 子 体 学 会 に お け る  Japan Ret ina l  Detachment  レ

ジ ス ト リ ー デ ー タ ベ ー ス の 後 ろ 向 き 解 析 に よ る 裂 孔 原 性 網 膜

剥 離 の 検 討  

 

 

【研究の目的】  

裂 孔 原 性 網 膜 剝 離 が ど の く ら い の 割 合 で 起 こ っ て い る の

か 、あ る い は 原 因 や タ イ プ の 違 い と い っ た 、様 々 な 条 件 の

違 い が 治 療 成 績 に ど の よ う な 影 響 を 与 え て い る の か 、と い

う こ と に 関 し て は 全 国 規 模 に は 詳 細 な 解 析 は な さ れ て お

ら ず わ か っ て お り ま せ ん で し た 。  日 本 網 膜 硝 子 体 学 会
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（  Japanese Ret ina  and Vi treous Soc ie ty）に お け る 網 膜

硝 子 体 手 術 ・ 治 療 情 報 デ ー タ ベ ー ス 事 業 に よ り 全 国 の 網

膜 硝 子 体 手 術 施 設 で 症 例 を 大 規 模 に 調 査 し た こ と に よ

り 、 現 代 の 網 膜 剥 離 治 療 成 績 に 関 わ る 因 子 や 地 域 ご と

の 術 式 選 択 の 特 色 が 調 査 さ れ て き ま し た 。し か し 、治 療

間 の 治 療 成 績 、合 併 症 発 症 に お け る 詳 細 な 比 較 や 、網 膜 剥

離 程 度 の 違 い が 術 後 成 績 に 与 え る 因 子 な ど ま だ わ か っ

て い な い こ と が 多 い で す 。今 回 、こ の デ ー タ ベ ー ス を 二 次

解 析 す る こ と で 、将 来 的 に は 期 待 で き る 治 療 効 果 を 予 測 す

る な ど の 応 用 で き る 可 能 性 が あ り ま す 。  

 

 

【研究の方法】  

 以 前 、 日 本 網 膜 硝 子 体 学 会 に よ り 全 国  26 の 参 加 施

設 (旭 川 医 科 大 学 、大 阪 医 科 大 学 、大 阪 労 災 病 院 、岡 山 大

学 、 鹿 児 島 大 学 、 関 西 医 科 大 学 附 属 病  院 、 九 州 大 学 病

院 、京 都 大 学 、杏 林 大 学 、近 畿 大 学 医 学 部 堺 病 院 、群 馬

大 学 、国 立 成 育 医 療 研 究 セ ン タ ー 、滋 賀 医 科 大 学 、竹 内

眼 科 ク リ ニ ッ ク 、千 葉 大 学 、東 京 女 子 医 科 大 学 、長 崎 大

学 、名 古 屋 大 学 、名 古 屋 市 立 大 学 、日 本 大 学 病 院 、弘 前

大 学 、北 海 道 大 学 、三 重 大 学 、山 形 大 学 、山 梨 大 学 、横

浜 市 立 大 学 )に お い て  2016 年  2 月から  2017 年  3 月

の 間 に 収 集 さ れ た 日 本 網 膜  

剥 離 レ ジ ス ト リ ー デ ー タ ベ ー ス を 用 い て 、 統 計 解 析 す

る こ と で 治 療 間 の 合 併 症 発 症 に お け る 詳 細 な 比 較 や 、

網 膜 剥 離 程 度 の 違 い が 術 後 成 績 に 与 え る 因 子 な ど を 検

討 し ま す 。 解 析 に つ い て は 、 各 参 加 施 設 が 研 究 テ ー マ

を 決 め て 行 い ま す 。 ま た 、 当 デ ー タ ベ ー ス 事 業 の 詳
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細 、 こ れ ま で に 論 文 化 さ れ た テ ー マ 、 及 び 解 析 中 の テ

ー マ に つ い て は 、 下 記  URL 先 に あ る 日 本 網 膜 硝 子 体 学

会 の ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 開 し て お り ま す 。  

URL：  ht tps ://www. j rvs . jp/works/ index .html  

 

【研究期間】  

 研究実施許可日  ～  2028 年  12 月  31 日 

 

【対象となる患者さん】  

2016 年  2 月から  2017 年  3 月 の 間 に 参 加 施 設 を 裂 孔

原 性 網 膜 剥 離 で 受 診 さ れ 、治 療 を 受 け 、デ ー タ ベ ー ス に 登 録

さ れ た 患 者 様  3468 名 を 解 析 の 対 象 と し て お り ま す 。  

 

【試料や診療録（カルテ）から利用する情報】  

 日 本 網 膜 硝 子 体 学 会 の デ ー タ ベ ー ス 運 営 事 務 局 か ら 提

供 さ れ た デ ー タ か ら は 患 者 個 人 の 氏 名 等 の 個 人 情 報 を 知

る こ と が で き な い よ う に な っ て お り 、 提 供 さ れ た デ ー タ

は 、 研 究 代 表 者 及 び 研 究 分 担 者 が 責 任 を 持 っ て 管 理 し ま す 。

デ ータ を 保管、処理するコンピューターは、ウイルス対策ソフ

ト 等 が 最 新 の 状 態 に ア ッ プ デ ー ト さ れ る 環 境 で 使 用 管 理

し 、研 究 代 表 者 及 び 研 究 分 担 者 の み が 知 る パ ス ワ ー ド を 設

定 し ま す 。  

 

【研究組織】  

鹿児島大学病院  眼科  坂本  泰二  

杏林大学医学部  眼科  厚東  隆志  

横浜市大視覚再生外科  眼科  門之園  一明  

岡山大学  眼科  森實  祐基  

http://www.jrvs.jp/works/i
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関西医科大学附属病院  眼科  永井  由巳  

京都大学  眼科  辻川  明孝  

京都府立医科大学眼科  外園  千恵  

近畿大学医学部  眼科  日下  俊次  

九州大学大学院医学研究院  眼科  園田  康平  

群馬大学  眼科  永井  和樹  

弘前大学大学院医学研究科  眼科  上野  真治  

佐賀大学医学部附属病院  眼科  石川慎一郎  

埼玉医科大学総合医療センター  眼科  西塚  弘一  

三重大学医学部附属病院  眼科  加藤  久美子  

山形大学医学部  眼科  杦本  昌彦  

山梨大学医学部  眼科  菊島  渉  

滋賀医科大学  眼科  小幡  峻平  

秋田大学  眼科  岩瀬  剛  

千葉大学病院  眼科  馬場  隆之  

大阪医科薬科大学  眼科  喜田  照代  

大阪労災病院  眼科  恵美  和幸  

長崎大学病院  眼科  築城  英子  

東京女子医科大学  眼科  飯田  知弘  

日本大学病院  眼科  中静  裕之  

福 岡 大 学 筑 紫 病 院  眼 科   久 冨  智 朗  

兵 庫 医 科 大 学  眼 科  福山   尚  

北 海 道 大 学 眼 科 齋 藤 理 幸 

名 古 屋 市 立 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 眼 科 安 川 力 

東海国立大学機構名古屋大学医学部附属病院  眼科  小南  太郎  

旭川医科大学  眼科  長岡  泰司  

 

【当院の研究責任者】  

 鹿児島大学病院  眼科  坂本  泰二  
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【本研究全体の研究代表者】  

日本網膜硝子体学会  理事長、鹿児島大学病院  眼科  坂本  泰二  

 

【試料・情報の管理責任者】  

 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科長  橋口  照人  

 

【個人情報の取り扱いについて】  

 研究で使用する診療情報は、患者さんの氏名や生年月日など、患者さんを直接

特定できる個人情報を特定の個人を識別することができないように加工しま

す。また、研究成果は学会や学術雑誌などで発表することがありますが、その際

も患者さんを特定できる情報は使用しません。  

 

【研究の資金源等、関係機関との関係について】  

こ の 研 究 は 、 日 本 網 膜 硝 子 体 学 会 が 主 体 で 行 い ま す 。 企 業

等 の 第 三 者 機 関 か ら こ の 研 究 の た め の 資 金 提 供 や 労 務 提

供 は 受 け て い ま せ ん の で 、 利 害 の 衝 突 は 発 生 し ま せ ん 。  

 

【参加を希望しない患者さんへ】  

 この研究に参加を希望されない場合は、下記問い合わせ先までご連絡くださ

い。あなたに関するデータを削除します。ただし、学術発表などすでに公開され

た後のデータなど、患者さんまたはご家族からの撤回の内容に従った措置を講

じることが困難となる場合があります。  

 

【問い合わせ先】  

〒890-8520 

鹿児島市桜ヶ丘 8 丁目 35 番地 1 号  

鹿児島大学病院  感覚器センター眼科  
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教授  坂本  泰二  

電話  099-275-5402 FAX 099-265-4894 

 


